
 医療技術の進歩により、人工関節等の置換をされても、社会生活に大きな支
障がない程度に日常生活活動（ＡＤＬ）が改善される方が多くなったことから、医
学的見地から検討を行い、平成２６年４月から認定基準を見直すこととしました。 

肢体不自由（人工関節等置換者）の 
診断書・意見書を作成される医師の皆さまへ 

平成26年4月1日から肢体不自由（人工関節等置換者）の身体障害
認定基準が変わります。 

【股関節・膝関節】 
一律４級に認定 

【股関節・膝関節】 
4級、5級、7級、非該当のいずれか
に認定 

【足関節】 
一律5級に認定 

【足関節】 
5級、6級、7級、非該当のいずれか
に認定 

置換術後の障害の状態（関節可動域等） 
を評価し、  

平成26年3月まで   平成26年４月から   

 平成２６年４月１日以降の申請から新たな認定基準の対象になります。 
 ただし、平成２６年３月末までに診断書・意見書が作成された方については、
同年６月末までに申請すれば従来の基準で認定されます。（裏面参照） 

◎人工関節等の置換をされた方（肢体不自由） 

 平成２６年４月１日以降は新たな基準での診断書・意見書の記載を 
お願いします。 




